
５月１７日 全校朝会（放送朝会） 

  蒸し暑い季節になりました ～マスクを上手に使いましょう～ 

 

九州地方では梅雨が始まったようです。これから、蒸し暑い梅雨の季節を迎えます。 

 

 今日は、マスクのお話です。緊急事態宣言が延長されて、今は、コロナ対策をしっかりと行うこ

とがとても大切です。コロナウイルスは、ほとんどの場合、口から口へ飛沫によって感染するので、

飛沫を飛ばしたり、吸い込んだりしないようにマスクをしています。学校では、食べる時以外はマ

スクをしていますし、マスクを外した時は、話をしないよう気を付けていますね。では、マスクを

していれば安心かと言うとそうではありません。実験によると、マスクをしていても、飛沫は飛ん

でしまうことが分かっています。でも 1メートル程度離れていれば、吸い込む確率がぐんと減りま

す。つまり、マスクをしていても話す時には、しっかりと距離をとることが必要だということです。

授業中、グループ活動の際にマスクだけでなくフェイスシールドをするのはそのためです。マスク

をしていても、これまでのように顔を近付けて大声で話したり笑ったりしていては、感染のリスク

を高めてしまいます。大事なことは、なぜマスクをしているのか、意味をよく考えて行動すること

です。 

 

さて、これから暑くなると、マスクをすることが暑苦しくて、つい外したくなりますね。体に熱

がこもると熱中症になる危険もあります。そこで、体育の時間には、マスクを外して運動したり、

こまめに休憩をとったり、水分補給をしたりして、熱中症対策にも取り組んでいきます。皆さんに

考えてほしいことは、運動の時にマスクを外したら、どのように行動すればよいかということです。

マスクを外している間は、話をしません。ハァハァと、呼吸が激しくなって、息を整える時は人と

の距離をあけるとか、人に顔を向けないなど、一人一人が考えた行動をしてほしいと思います。 

 

休み時間も同じです。マスクをしていて息苦しくなったら、少しの間外してもいいですが、話を

しないこと、息が整ったらマスクをするなど、その場に合った行動が、言われなくてもできるよう

にしましょう。 

 

マスクは、コロナ対策には有効ですが、熱中症対策としてはあまりよくないものです。 

コロナウィルスの感染症にも、熱中症にもならないように、マスクを上手に使いましょう。６月に

なると、プールの学習も始まります。プールではマスクはできませんので、みんながマスクを外し

ます。さあ、どのように行動すればよいでしょうか。 

 

お話のまとめです。体育ではマスクを外してもよい。マスクを外している間は話をしない。話を

する時は、またマスクをする。マスクをしていても距離を十分にとる。どれも、簡単そうで難しい

ことです。忘れている人がいたら、静かに教えてあげましょう。今日はマスクを上手に使いましょ

うというお話でした。 

 

雨の日も多くなるので、校舎内では階段や廊下でのけがにも気を付けて過ごしましょう。 


